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第２予算審査特別委員会（第２日目） 

R7.3.19 (水)13：00～ 

第 一 委 員 会 室 

開　　会　１２：５５ 

委 員 長 ただいまより、第２予算審査特別委員会を開会をいたします。 

 委員動静報告 

委 員 長 ただいまの出席委員数は８名であります。 

 これより本日の会議を開きます。 

 討論 

委 員 長 市長に対する総括質疑については、３月17日に質疑を行い留保はなしと確認し

ておりますので、これより討論に入ります。 

 討論の順序につきましては、初日に決定しておりますとおり、新政会、市民ネ

ットワーク、会派清新、公明党の順となります。 

 最初に、新政会、福井委員。 

福　　井 新政会を代表いたしまして、第２予算審査特別委員会に付託されました議案第

２号から第７号までの６件に対し可とする立場で討論させていただきます。 

 令和７年は滝川市にとって次世代につなぐ様々な変化への対応と重要な決断が

求められる岐路のときであると思います。いまだ世情は混沌としており、多く

の市民が将来のことや日々の暮らしに対して様々な不安を抱いていると思われ

る中、市長の決断に基づき将来に無理がなく明るい見通しのある１年にすると

した思いを込めて市が一丸となり、効率的でよりよい成果を目指すための予算

編成に尽力した理事者並びに職員各位に敬意を表します。 

 令和７年度は滝川駅周辺地区再生整備事業の一旦停止、滝川市内線バス運行主

体が市に移行、中空知地区の地域医療構想モデル推進区域における協議の本格

化、滝川市立病院経営強化プランに基づく病院会計事業の強化など多くの課題

や新しい取組がある中、財政の安定性を確保しつつ、市民が安全、安寧に暮ら

せるまちづくりの実現を主眼に置いた予算編成がなされたと認識しており、予

算編成に沿った適切な執行を要望いたします。以下、若干の意見を述べます。 

 １つ目、国民健康保険特別会計について。疾病の早期発見、早期治療による市

民の健康的な生活を守るためには、特定健康診査事業の受診率の向上は不可欠

であり、さらなる市民に対する周知のために一層の受診勧奨に努められたい。

また、感染症予防接種に対する助成事業は現状において周知が十分に及んでい

ないと考えられるため、創意工夫をし、効果的な啓発に努められたい。 

 ２つ目、下水道事業会計について。上下水道料金の変動は市民の生活に大きく

影響する事柄であることから、将来に無理がなく市民に理解が得られるために

も令和10年度以降の料金について審議会で検討するに当たって市民の周知や意

見聴取などに努められたい。 

 ３つ目、病院事業会計について。病床の削減など診療体制を見直し、実態に即

した体制を維持するとのことであるが、病院職員の雇用環境に対して痛みの伴

わない方法論を踏まえ経営改善策の策定に努められたい。また、医師の確保が

困難であることは承知しているが、医師不足が診療体制の縮小に直結するとい

う考え方は、市民が欲する実情に即した医療提供体制と乖離するおそれがある

ため、モデル推進区域の協議に臨むに当たって医師獲得に関しては特段に努め

られたい。 
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 以上、意見を付して賛成討論といたします。 

委 員 長 次に、市民ネットワーク、荒木委員。 

荒　　木 市民ネットワークを代表し、第２予算審査特別委員会に付託されました議案第

２号から第７号の６件につきまして、全ての議案を可とする立場で討論いたし

ます。 

 地方の人口減少が予測を上回り、年を追うごとに地方財政が困窮し、公的負担

増となる中、創意工夫で様々な対応に当たられている前田市長をはじめ、市理

事者、関係職員の皆様のご努力に心から敬意を表します。以下に若干意見を付

します。 

 病院事業会計について。地方都市の自治体病院が急性期医療の維持に苦労され

ております。これは全国的な現象であり、滝川市立病院が抱える諸課題は特筆

される事象ではないというふうに考えます。病院関係者のご努力は十分認識し

ておりますので、今後も経営改善に向けた病院運営にさらなるご検討をお願い

します。 

 下水道事業会計では、事前の危険回避に向けた対応に敬意を表します。様々な

報道により市民にも動揺が広がっておりますが、今後市民が安心して生活でき

るようさらなるご努力をお願いしたいと考えております。他の特別会計の収入

につきましては、これまでと同様に保険料、利用料等の適正な受益者負担の徴

収により一層当たっていただくようお願いを申し上げたいというふうに思いま

す。 

 以上を申し上げまして討論といたします。 

委 員 長 次に、会派清新、髙橋委員。 

髙　　橋 私は、会派清新を代表し、第２予算審査特別委員会に付託されました令和７年

度予算、議案第２号から第７号までの６件につきまして、全ての議案を可とす

る立場で討論いたします。 

 初めに、物価高騰や著しい少子高齢化などの厳しい情勢の中、本市の財政運営

に努力されている市理事者並びに職員の皆様に心から敬意を表します。以下、

若干の意見を付して討論といたします。 

 国民健康保険特別会計につきましては、本市の国民健康保険税率が道の基準よ

りも低いため不足分を基金から繰入れし、現行税率を変えないという市民への

配慮を評価いたします。しかし、この繰入れによる税率維持は長い目で見ると

令和12年の道内の統一保険税率の実現までの持続が厳しいのではないでしょう

か。現在行っている収納率向上推進事業などの様々な取組を税収安定の柱とし

ながら、例えばジェネリック医薬品を推奨する活動を強化して医療費の適正を

図ることや段階的な税率改定を検討するなど将来的な市民負担を最小限にしつ

つ、支出を抑制するために多角的な政策による財政安定化に励まれたく思いま

す。 

 公営住宅事業特別会計についてですが、円滑に公営住宅の建て替えや整備が進

んでいることを評価いたします。令和５年度は、65歳以上の独居老人の割合が

入居者の42.8パーセントであると伺いました。自宅内や周辺での不慮の事故で

すとか、認知症等の発見の遅れによる火災の危険性、特殊詐欺などの被害など

独居の高齢者が直面する日常生活のリスクは数多く存在しており、その点デイ

サービス併設で見守りのナースコールもある見晴団地は大変理想的であると考

えます。エレベーターや手すりだけでなく、例えば共用部分にＡＩ通報機能を
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搭載した防犯カメラの設置をするですとか、町内会や包括支援センターなどと

綿密に連携する等ハード面、ソフト面の両輪で住民の安心、安全を守るための

フォローを期待いたします。 

 後期高齢者医療特別会計についてですが、介護保険特別会計にも通ずるところ

で、全ての団塊世代が後期高齢者となる2025年問題を迎え、今までに経験した

ことがない超高齢化社会に突入します。本市でも人口のおおよそ23パーセント

に当たる8,249人が後期高齢者広域連合の被保険者になると伺い、受診率の積算

は15.8パーセントとのことですが、健康寿命の促進と医療費抑制の両立が一層

重要になってくると考えますので、より多くの後期高齢者が予防医療や健診を

受けられる環境づくりに努めていただきたいと思います。 

 下水道事業会計についてですが、令和２年から今年度までの間に46キロもの汚

水の管路環境の調査を実施し、来年度からは令和11年まで雨水の管路環境の調

査を予定しているとのことなのですが、埼玉県のような悲惨な事故を防ぐため

にも昭和中期に敷設されたような古い管路については、これからも丁寧な調査

と速やかな整備及び維持管理強化に励まれたく思います。 

 最後に、病院会計なのですけれども、現状の改善策として診療体制の見直し、

現状分析と収益増加策、経費の削減、この３つを最優先に取り組むとのことで

したが、医療サービスの質や働く人たちの環境を維持しつつバランスを取るこ

とがこの３つを行う上で最も留意するべきことと考えます。特に診療体制の見

直しと経費の削減は、患者の待ち時間増加や医療従事者１人当たりの業務過多、

疲労を発生させる等のリスクがありますので、まずは光熱費や物流コストなど

の間接費の見直しを検討し、予防医療や健診事業の収益増加策など患者と医療

従事者に極力影響がないように工夫して財政健全化を図っていただきたく思い

ます。 

 以上をもちまして討論といたします。 

委 員 長 最後に、公明党、三上委員。 

三　　上 私は、公明党を代表し、第２予算審査特別委員会に付託されました議案第２号

から議案第７号までの６件につきまして、可とする立場で討論いたします。 

 猛威を振るった新型コロナウイルス感染症も今では私たちの生活を脅かすこと

なく、コロナ感染前の生活を取り戻すことができるようになった一方で、物価

高騰に苦しむ生活はいまだに明るい兆しが見通せない状況です。このような経

済情勢の中、限りある財源の中で新たな取組や将来を見据えた計画を取り入れ

た予算編成に理事者、職員の皆様に敬意を表したいと思います。以下、当委員

会各会計に共通することに対し意見を述べます。 

 各会計に共通するものは、安定的な事業運営によって安心、安全な市民生活を

いかに提供できるかであります。小さな地方都市において市立病院の役割は非

常に大きく、このまちで暮らしながらも万が一のときには急性期医療を受ける

ことができるという安心感でございます。また、国保、介護においても特に高

齢者、自営業者、低所得者に対する様々なサービスがあり、安心感を与えてく

れます。公営住宅、下水道は補修整備を継続することで現在、将来に向けての

安心な暮らしを私たちに提供してくれます。今回駅前再整備計画を一旦立ち止

まったことは非常に残念でありましたが、さきに挙げた様々なサービスを市民

に提供することを優先された理事者、職員の皆様の決意を感じる予算編成であ

ったと私は思っております。 
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 よって、賛成討論といたします。 

委 員 長 以上で討論を終結いたします。 

 討論要旨につきましては、整理して３月24日月曜日までに事務局へ提出してく

ださい。 

 採決 

委 員 長 これより 

 議案第２号　令和７年度滝川市国民健康保険特別会計予算 

 議案第３号　令和７年度滝川市公営住宅事業特別会計予算 

 議案第４号　令和７年度滝川市介護保険特別会計予算 

 議案第５号　令和７年度滝川市後期高齢者医療特別会計予算 

 議案第６号　令和７年度滝川市下水道事業会計予算 

 議案第７号　令和７年度滝川市病院事業会計予算 

 の６件を一括採決いたします。 

 本案をいずれも可とするべきものと決することに異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

委 員 長 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２号から第７号の計６件については、いずれも可とすべきもの

と決しました。 

 お諮りいたします。委員長報告書につきましては、正副委員長にご一任願えま

すか。 

（異議なしの声あり） 

委 員 長 そのように決定させていただきます。 

 以上で本委員会に付託されました事件の審査は全て終了いたしました。 

 挨拶 

委 員 長 ここで市長から発言の申出がございますので、これを許したいと思います。 

市　　長 第２予算審査特別委員会閉会に当たりまして、委員長にお許しを得て一言ご挨

拶を申し上げる次第でございます。 

 藤田委員長、安樂副委員長をはじめ、第２予算審査特別委員会委員各位におか

れましては、本日まで精力的に本委員会に付託されました議案につきましてご

審議いただきまして、ただいまいずれも可とご認定いただきましたことに心か

ら感謝とお礼を申し上げる次第でございます。付されました意見につきまして

は、十分に参考にさせていただきながら今後の予算執行に当たる所存でござい

ますので、今後ともご指導のほどよろしくお願いを申し上げたいと思います。 

 以上を申し上げまして、閉会に当たりましてのご挨拶とします。ありがとうご

ざいました。 

委 員 長 委員長退任に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ２日間にわたり委員の皆様には特別会計４件、事業会計２件について慎重かつ

精力的にご審議いただきました。委員長という大役に至らぬ点も多かった議事

進行かと思いますが、ご協力をいただきました委員をはじめ、市職員の皆様に

改めて感謝申し上げ、私からの挨拶とさせていただきます。ありがとうござい

ました。 

 以上で第２予算審査特別委員会を閉会いたします。 

お疲れさまでした。 

閉　　会　１３：１３


